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原
は ら

田
だ

　達
た つ

也
や

（緑乙）
総務文教常任委員

　地場産業である農林水産
業の振興に努めます。安定
した所得が確保できるよう
愛南町特産品の生産、ＰＲ
に取り組みます。人口減少
に歯止めをかけ、若者たち
が地元愛南町で夢と希望を
持って生活できる環境づく
りに努めます。

新
議
員
を

　
紹
介
し
ま
す

　
去
る
４
月
14
日（
日
）に
行
わ
れ
た
愛
南
町
議
会

議
員
選
挙
に
当
選
し
た
16
名
の
議
員
の
皆
さ
ん

に
今
後
の
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

※
枠
内
の
数
字
は
議
席
番
号
で
す
。

　
議
席
番
号
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

①

草
く さ

木
き

原
は ら

　由
よ し

幸
ゆ き

（僧都）
総務文教常任副委員長

　恵まれた愛南の自然を大
切にし、自慢できるふる里
づくりをめざします。
　防災対策、少子高齢化問
題、有害鳥獣対策には強い
関心を持ち続け、住民の目
線で取り組んでまいりま
す。

③

渡
わ た

邊
な べ

　知
と も

彦
ひ こ

（長洲）
産業厚生常任副委員長

　住みよい町づくりをめざ
し、まず県立南宇和病院が
総合病院の機能を果たせる
ようにすること。農林水産
物の付加価値を高めるため
の設備投資を行い、働く場を
提供すること。議会の活性
化を図り、行政に対しての
チェック機能を果たすこと。
　皆で仲良く活動に励む。

④

坂
さ か

口
ぐ ち

　直
な お

樹
き

（緑乙）
総務文教常任委員

　誠実第一、行動第一で町
民の皆様の声を大切に町政
に反映します。
・防災減災の町づくりに取
り組みます。
・子育てしやすい町づくり
をめざします。
・高齢者が住みよい町づく
りをめざし、一生懸命全力
で取り組んでまいります。

②

山
や ま

下
し た

　太
た い

三
ぞ う

（御荘平城）
議会運営委員・産業厚生常任委員長

　「初心忘るべからず」の
思いで、3期目も頑張りた
いと思っています。

⑤

濱
は ま

本
も と

　元
も と

通
み ち

（御荘平城）
産業厚生常任委員

　人のつながりを大切に
し、雇用の創出、医療・福
祉、安心して暮らせる町づ
くりを「心がまえ」とし、
取り組んでまいります。

⑦

内
う ち

倉
く ら

　長
ちょうぞう

蔵
（正木）

産業厚生常任委員

　議員の最大の任務は、町
の発展と町民の生活の改善
向上にあります。私は、常
に町民の立場・目線に立っ
て個々の現象を批判し、あ
るいは提唱して最善を尽く
したいと念願しています。

⑧

中
な か

野
の

　光
み つ

博
ひ ろ

（樽見）
議会運営委員・総務文教常任委員長

　町民の皆様に対して、公
平公正でありたいと思いま
す。
　議員として、町民の皆様
に理解をいただける判断を
いたしたいと思っていま
す。

⑥

那
な

須
す

　芳
よ し

人
と

 
（油袋）

議会運営委員長・総務文教常任委員

　住民の皆様の声を町政に
届けます。お一人お一人の
小さな声を聞き漏らすこと
なく、住民の目線で住民の
代弁者として、愛南町に住
んで良かったと思える町づ
くりに汗を流します。

⑨

増
ま す

元
も と

　久
ひ さ

男
お

（柏崎）
総務文教常任委員

　我がふる里、愛南町の将来
を見据えた中で、地域の特性
を生かした「活力ある町づ
くり」に努めてまいります。
・水産農林業の振興と発展
・新規事業への積極的支援
・雇用の創出 等
　今すべき事、将来に向け
てなすべき事、情熱を持っ
て取り組んでまいります。

⑩
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第
２
回
町
議
会
臨
時
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
本
庁
議
場
で
、
平
成
25
年
第
２
回
町
議
会
臨

時
会
を
開
催
し
、
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
を

行
い
ま
し
た
。
議
員
全
員
に
よ
る
無
記
名
投
票
の
結
果
、

議
長
に
山
下
正ま

さ

敏と
し

議
員
、副
議
長
に
宮
下
一い

ち

郎ろ
う

議
員
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
を
選
任
し
た
ほ
か
、
宇
和
島
地
区
広
域
事

務
組
合
議
会
議
員
、津
島
水
道
企
業
団
議
会
議
員
、篠
山

一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

　
（
敬
称
略
、
平
成
25
年
５
月
１
日
選
任
）

宇
和
島
地
区

広
域
事
務
組
合
議
員

山
下
　
正
敏

宮
下
　
一
郎

土
居
　
尚
行

斎
藤
　
武
俊

津
島
水
道
企
業
団
議
員

山
下
　
正
敏

篠
山
小
中
学
校
組
合
議
員

山
下
　
正
敏

中
野
　
光
博

草
木
原
由
幸

 5/
     1

斎
さ い

藤
と う

　武
た け

俊
と し

（御荘平城）
産業厚生常任委員

　住民の悩みと声を汲み取
りながら議論を重ね、住民
全体の福祉向上と愛南町の
活力のある発展をめざし、
その実現に向けて努力しま
す。議会の使命である「具
体的な政策の最終決定」と
「行財政運営の批判と監
視」を達成できるよう、議
員として努力します。

⑪

吉
よ し

村
む ら

　直
な お

城
き

（中川）
議会運営委員・総務文教常任委員

　未来ある子どもたちのた
めに、将

あ

来
す

の愛南町のため
に、今。
・若者の雇用の場の確保
・県立南宇和病院の医師確保
　議員として「是々非々」の
立場で臨み、議会の役目を
しっかりと果たせるよう、
より開かれた議会になるよ
う、努力していきます。

⑫

土
ど

居
い

　尚
な お

行
ゆ き

  
（広見）

議会運営委員・産業厚生常任委員

　今回の任期中に愛南町
が誕生して10年を迎えま
す。子どもさんから高齢者
の方々まで、合併して本当
に良かったと皆様が実感で
きる町づくりのために、正
確に情報を発信し、確実に
行動します。

⑬

宮
み や

下
し た

　一
い ち

郎
ろ う

（平碆）
副議長・産業厚生常任委員

　第一次産業の育成と振
興、保健福祉の充実を図る
とともに、行財政を厳しく
チェックし、町民の皆様の
負託に応えられる議会運営
に取り組み、安心して暮ら
せる町づくりに努めてまい
ります。

⑮

山
や ま

下
し た

　正
ま さ

敏
と し

（中浦）
議長・総務文教常任委員

　安心して暮らせる愛南
町、みんなが希望を持てる
愛南町をめざして、愛南町
の活性化に全力で取り組み
ます。

⑯

西
に し

口
ぐ ち

　　孝
たかし

（中川）
議会運営副委員長・産業厚生常任委員

“いのち、暮らし、一番の
町政へ”をテーマに議会の
内外で頑張ります。
・国保税、介護保険料や利
用料の負担軽減。・中学校
卒業までの医療費無料化。
・デマンド交通システムで
気軽に外出できるまちに。
・自然エネルギー利活用に
よる新産業と雇用の創出を。

⑭
小
中
学
校
組
合
議
会
議
員
を
選
出
す
る
選
挙
を
行
い
ま

し
た
。
続
い
て
、
町
監
査
委
員
に
斎
藤
武た

け

俊と
し

議
員
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
、町
税
条
例
、町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。
新
消
防
庁
舎
建
設
予
定
地
の

民
有
地
購
入
費
を
含
ん
だ
平
成
25
年
度
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
は
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。


